
天
長
節
祭
と
律
令
祭

今
上
天
皇
ご
即
位
後
最
初
の
天
皇
誕
生
日
の
二
月
二
十
三
日
。
天
智
天
皇
の

時
代
の
近
江
令
施
行
の
日
と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
日
、
近
江
神
宮
で
は
御
創
建
当

初
か
ら
律
令
祭
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
は
天
長
節
祭
の
日
に
も

当
た
る
こ
と
に
な
り
、
天
長
節
祭
と
律
令
祭
と
を
あ
わ
せ
て
斎
行
し
ま
し
た
。

今
後
毎
年
こ
の
よ
う
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
近
江
令
施
行
の
日
は
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
十
年
一
月
六
日
の
条

に
「
官
位
法
度
の
事
を
施
行
」
と
あ
り
、
こ
の
日
が
現
行
の
暦
で
は
二
月
二
十

三
日
に
当
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

天
皇
陛
下
ご
即
位
初
め
て
の
天
皇
誕
生
日
の
皇
居
参
賀
が
行
わ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
拡
大
の
恐
れ
を
考

慮
し
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
種
の
行
事
が
軒
並
み
中
止
や
延
期

と
な
り
、
学
校
や
幼
稚
園
も
休
校
休
園
を
迫
ら
れ
る
に
至
り
、
ま
た
外
出
自
体

を
避
け
る
よ
う
な
風
潮
が
拡
が
り
、
非
常
時
の
様
相
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
と
か
新
型
感
染
症
の
早
期
収
束
を
祈
る
次
第
で
す
。

時
の
記
念
日
百
周
年

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
時
の
記
念
日
が
定
め
ら
れ
、
今
年
は
百
周
年
を

迎
え
ま
す
。
明
治
五
年
の
改
暦
・
定
時
法
採
用
か
ら
四
十
数
年
を
経
た
当
時
、

時
間
を
守
る
こ
と
が
社
会
の
近
代
化
に
不
可
欠
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
生
活
改

善
の
一
環
と
し
て
時
間
を
守
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
現
在
で
は
日
本
社
会
は
時
刻
に
厳
密
な
こ
と
で
は
世
界
に
冠
た
る
も

の
と
見
な
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
時
間
に
追
い
ま
く
ら
れ
忙
し
す

ぎ
る
時
代
へ
の
反
省
も
あ
り
、
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
時
間

と
い
う
も
の
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
の
大
切
さ
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

時
の
記
念
日
の

行
事
は
近
江
神
宮

の
漏
刻
祭
以
外
に

も
、
現
在
も
各
地

で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
東
経
一
三
五

度
の
子
午
線
の
町

で
あ
り
、
日
本
標

準
時
の
も
と
に
な

っ
て
い
る
兵
庫
県

明
石
市
で
は
、
自
治
体
・
経
済
界
・
各
種
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
時
の
ウ
ィ

ー
ク
の
名
称
で
時
の
記
念
日
の
前
後
１
週
間
に
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
時
の
鐘
や
時
の
太
鼓
を
鳴
ら
す
行
事

が
行
わ
れ
て
い
る
所
も
十
数
か
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。

時
の
記
念
日
を
振
り
返
り
、
現
代
に
行
か
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

大
正
九
年
の
第
一
回
時
の
記
念
日
の
紹
介
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
各
地
の
時
の

記
念
日
行
事
の
紹
介
な
ど
を
中
心
に
、
四
月
下
旬
か
ら
時
の
記
念
日
・
漏
刻
祭

を
は
さ
ん
で
六
、
七
月
を
目
途
に
、
時
の
記
念
日
百
周
年
記
念
企
画
展
を
近
江

神
宮
時
計
館
宝
物
館
で
開
催
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
六
月
前
半
の
二
週
間
ほ
ど
、
大
阪
時
計
組
合
の
企
画
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
時
の
記
念
日
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
昨
年
の
入
賞
作
品
を
外
拝
殿
に
展

示
し
ま
す
。

建
国
記
念
の
日
の
奉
納
揮
毫

二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
の
日
、
「
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

（
宮
本
辰
彦
氏
代
表
）
の
主
催
に
よ
り
、
外
拝
殿
で
滋
賀
県
書
道
協
会
理
事
長

の
神
田
浩
山
氏
の
奉
納
揮
毫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
世
界
平
和
」
「
今
日
も
生
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涯
の
一
日
な
り
（
福
沢
諭
吉
の
言
葉
）
」
と

の
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
二
点
の
揮
毫

の
合
間
に
は
佐
藤
宮
司
の
龍
笛
の
演
奏
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
和
と
愛
の
精
神
を
広
め
て
恒
久

平
和
を
求
め
る
こ
と
を
主
眼
に
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
る
団
体
で
、
一
昨
年
建
国
記
念

の
日
に
橿
原
神
宮
・
宮
崎
神
宮
で
奉
納
揮
毫

を
行
っ
て
以
来
、
建
国
記
念
の
日
の
神
社
へ

の
奉
納
と
し
て
は
三
回
目
と
な
り
、
本
年
は

伊
勢
の
神
宮
を
は
じ
め
各
地
の
十
一
の
神
社

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
書
家
に
よ
る
揮
毫

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
の
精
神
に
基
づ
い
て
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
、
ま

た
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
に
た
び
た
び
見
ら
れ
る
「
世
界
平
和
」
を
各
会
場
で
揮

毫
し
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
各
地
の
神
社
仏
閣
な
ど
に
世
界
平
和
祈
願
の
揮
毫
を
奉
納
し
、
昨

年
と
一
昨
年
の
四
月
三
日
（
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
制
定
の
日
）
大
津
市
・

西
教
寺
な
ど
各
地
の
寺
院
で
奉
納
、
今
年
の
四
月
三
日
に
は
延
暦
寺
で
、
や
は

り
神
田
浩
山
氏
の
揮
毫
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宇
佐
山
城

戦
国
時
代
の
武
将
、
明
智
光
秀
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
今
年
の
大
河
ド

ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
放
映
さ
れ
、
岐
阜
県
、
京
都
府
な
ど
と
と
も
に
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
盛
ん
に
観
光
宣
伝
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
江
神
宮
の
背
後
に
宇
佐
山
と
い
う
標
高
三
百
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
山
が
あ

り
、
そ
の
中
腹
に
地
元
の
氏
神
・
宇
佐
八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。
近
江
神
宮
は
こ

の
山
ふ
と
こ
ろ
に
鎮
座
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
に
は
戦
国
時
代
に
宇
佐

山
城
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
織
田
信

長
は
宇
佐
山
城
を
防
衛
戦
と
し
て
、
す

ぐ
北
の
壺
笠
山
城
を
拠
点
と
す
る
浅
井

・
朝
倉
連
合
軍
と
対
峙
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
志
賀
の
陣
と
い
い
ま
す
。
こ
の
戦

闘
で
城
主
森
可
成
は
討
ち
死
に
し
た
も

の
の
城
は
守
ら
れ
、
明
智
光
秀
が
城
主

と
な
り
、
織
田
信
長
に
よ
る
比
叡
山
攻

撃
は
こ
こ
か
ら
指
揮
し
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
の
後
明
智
光
秀
は
坂
本
城
を
居

城
と
し
、
宇
佐
山
城
は
廃
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
山
上
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
中
継
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
足
元
に
は
宇
佐
山
城
の
石
垣
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

春
か
ら
初
夏
の
祭
典
・
行
事

三
月
十
七
日

午
前
十
一
時

祈
年
祭

四
月
二
十
日

午
前
十
時

例
祭

勅
使
参
向

四
月
二
十
六
日

午
後
二
時

近
江
ま
つ
り
子
供
み
こ
し
渡
御(

本
年
中
止)

四
月
二
十
九
日

午
前
十
一
時

昭
和
祭

五
月
十
七
日

午
前
十
一
時

崇
福
寺
鎮
魂
供
養
祭
（
崇
福
寺
跡
に
て
）

六
月
七
日

午
後
〇
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

六
月
九
日

午
前
十
時

献
茶
祭

六
月
十
日

午
前
十
一
時

漏
刻
祭

六
月
二
十
八
日

午
前
十
一
時

献
菓
献
煎
茶
祭

六
月
三
十
日

午
前
十
一
時

日
供
神
饌
講
講
社
大
祭

饗
宴
祭

六
月
三
十
日

午
後
四
時

大
祓
式

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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「
日
供
神
饌
講
」
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宇佐山城跡の石垣


